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1．はじめに 

 第 31 回夏季研修会論文集（H22・8、pp38～41）において、川津バイパス（坂本工区）

の地層分布の解釈に 2 通りの解釈があることを示した。一つはボーリングコアの解析に基

づく解釈であり、他の一つは現地オープンカットの切土斜面観察に基づく解釈である。最

上部に出現する地層（和久羅無斑晶質安山岩）が初成の安山岩か、他の場所から崩落して

堆積した崩積土かの解釈である。

次にこの最上部の下位には大きくは 2 種類の砂礫層が堆積しており、より下位の層はφ

20～30cm のクサリ礫を多く含む礫層で「山廻礫層相当層」（中期更新世；25 万年以前の堆

積）、上位側の層は淡黄白色の砂礫層・粘土層の互層を主体とした堆積層が分布している。

この上位の砂礫層と最上部層との境界部には両者が混成している箇所や撹乱された状態の

箇所など多様な形態をなし巨大な礫がなだれ込んだ様相（「岩屑なだれ状」：第 33 回夏季研

修会論文集（H24・8、pp29～30））を示しており、その中に木片や丸太（未炭化状）を挟

んでいるところがある。この木片の一部を、年代測定限界内の値を呈するであろうことを

期待して、14C 年代測定を行った。嵩山北麓の地史を明らかにするのが目的であった。測定

方法は加速器質量分析（AMS）法（Accelerator Mass Spectrometry)で、この方法での年代

測定可能な範囲は約 6万年前までである。

2．切土のり面観察に基づく地層構成モデル 

. 

図 2-1 ボーリングコア解析による堆積モデル    図 2-2 切土後斜面観察による堆積モデル
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（2012年）における川津バイパス坂本工区NO.245付近工事進行時の地層解析図を、そし
て図 2.3に工事完了後の平成 26年時における同坂本工区の地層解析図を模式的に示した。

図 2-3 岩屑なだれを考慮した堆積モデル

図 2.2と図 2.3との大きな相違点は、最上部層をなす崩落土層とその下位の湖成層的堆積層
との境界部に層厚 5～10m の両層撹乱状混成層を設けた点である。この新たに区分した両

層撹乱状混成層の中に未炭化木片が散在しており、その一片を 14C年代測定試料に供した。

3．AMS 年代測定結果 

 試料の詳細は図 3-1に、測定結果は表 3-1
に示す。

 表 3-1には、4種類の年代と、δ13C値を
示している。

 測定年代は、従来は実年代として用いられ

てきた値である。14C濃度が環境、時代にか
かわらず常に一定であるという仮定の下に、

リビーの半減期（5586年）を用いて計算し
た値である。（δ13C補正を行っていない値で
あり、通常算出値を 5年単位で丸めて示される。ここでは算出値をそのまま示す。）
 補正年代は、14C濃度が環境により変動することから、δ13Cを測定し、δ13C＝-25 ‰
に規格化した 14C 濃度をを算出し、年代値を再計算したもの（暦年較正用年代）を 5 年単
位で丸めた値である。

 上記の年代は、いずれも西暦 1950年からさかのぼった年代値で示してある。
 一方暦年較正年代は、時代（時間）とともにランダムに変化している大気中二酸化炭素

の 14C濃度を、樹木の年輪や海底堆積物のしま状粘土、サンゴの年輪から明らかにして得ら
れた暦年代較正データは INTCAL09（Reymer et al.,2009）を用いて、較正したものであ



る。較正には OxCal ver.4.15（Bronk Ramsey,2009）を用いている。また、較正に必要な
補正年代値として補正年代ではなく、暦年較正用年代を用いている。ただし、今回の測定

値は較正曲線の範囲を越えた値であり、暦年較正を行えなかった。

表 3-1 AMS 年代測定結果 

試  料 測定年代※1 δ13C 暦年較正用年代 補正年代※2

No. 種別 重量（g） （ｙｒBP±1σ） （‰） （ｙｒBP±1σ） （ｙｒBP±1σ） 

1 木片 0.2561 54,894±1099 -23.28±0.17 54,922±1100 54,920±1100 

試料：前処理として HCｌ（1.2N）,NaOH（1.0N）、※1：δ13C 補正無し年代、 ※2：δ13C 補正年代

この結果により、西暦 1950年からさかのぼること 54,920±1,100年前に岩屑なだれが発
生したといえる。

4．湖成層的堆積層生成時期及び古期岩屑なだれの発生時期の考察 

 今から 55,000年前といえば洪積期後期で、古ウルム亜氷期～ウルム氷期第Ⅰ亜氷期と称
される時期で 72,000年前～44,000年前の時期の中になる。湊正雄の「ウルム氷期以降の海
水面変化曲線」によれば海水面は現在よりも-40m位の位置にあるころである。
山廻層の分布は標高 50m前後の平坦面をなす段丘堆積物で、30万年前頃の堆積である。

この層が侵食されて谷ないしは湾入地形となり、谷地形を埋めるように不整合関係で 5.5万
年前頃に砂礫層～粘土層が堆積している時期に岩屑なだれが発生したことになる。図 4-1 
に湊正雄の「ウルム氷期以降の海水面変化曲線」図を示し、当時の海水面高をプロットし

た。岩屑なだれが陸地の中の湖のような環境であったことが想像できる。

図 4-1 湊正雄の「ウルム氷期以降の海水面変化曲線」と岩屑なだれ発生時期の図


